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基本理念
（まちづくりに必要な視点）

都市像
人・自然・文化がおりなす
活力とやすらぎのあるまち

飛驒高山

基本計画素案の概要

都市像
（本市の将来の
あるべき姿）

人・自然・文化がおりなす
活力とやすらぎのあるまち 飛驒高山

　本市が誇る魅力、財産である「人」「自然」「文化」がさまざまな形で組み合わさり、活かし合うことにより、
新たな活力や元気が生まれ、やすらぎや幸せが感じられるまちになることを将来の姿として描きます。

時代の潮流（市をとりまく社会情勢）

協　働 創　造 自　立

基本目標

人口減少、少子高齢化が
本格的に進展しています

人々の価値観やライフスタイル
が多様化しています

経済環境が
大きく変化しています

人々の安全、安心意識が
高まっています

環境、エネルギー問題が
顕在化しています

地方をとりまく財政状況が
深刻化しています

　市民が主役という考えのもと、地域
社会を構成する多様な主体がお互い
の存在意識を認識し、尊重し合い、
お互いの持てる能力を発揮し、ともに
手を携え、まちづくりに取り組む視点

環境・景観 分野
「環境と調和した
地球にやさしいまち」

基盤・安全 分野
「安全で快適に

住めるまち」

教育・文化 分野
「生きがいと誇りを持ち
豊かな心を育むまち」

福祉・保健 分野
「やさしさにつつまれ
健やかに暮らせるまち」

産業・労働 分野
「魅力と活力に

あふれるまち」

協働・行政 分野
「みんなでつくる

持続可能なまち」

　人やモノの交流、連携が進み、さま
ざまな分野がそれぞれに質を高めな
がら複合的に結びつくことで、まちの
魅力や個性を引き出し、新たな価値
や人材を生み出す視点

　変化し続ける社会経済環境の中
で、成長を前提とするこれまでの考
え方から転換し、選択と集中を図り
ながら、さまざまな面で持続的な発
展を目指す視点

重点プロジェクト（※）
●経済・雇用
●環境・エネルギー
●文化・人づくり

※重点プロジェクトとは、都市像の実現
に向けた歩みをより着実なものとするた
め、分野の枠組みを超え、優先的・重点
的に推進する施策のことをいいます。
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